
二
〇
二
六
年
度

日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会

大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

研
究
発
表
要
旨

期
日
　
五
月
三
十
日
（
土
）・
五
月
三
十
一
日
（
日
）・
六
月
一
日
（
月
）

　
　
　
会
場
　
二
松
学
舎
大
学
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
〒

102

－

8336
　
東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
6

－

16



日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
の
ご
案
内

会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

二
〇
二
六
年
度
春
季
大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

左
記
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

◆
参
加
の
手
続
き

　
・
参
加
の
申
し
込
み
と
参
加
費
・
懇
親
会
費
の
支
払
い
は
、Peatix

ま
た
は
郵
便
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
締
切
は
五
月
十
一
日
で
す
。Peatix
で
の
申
し
込
み
は
同
日
十
三
時
で
す
。

　
　
参
加
費
は
一
五
〇
〇
円
、
懇
親
会
費
は
一
般
七
〇
〇
〇
円
、
大
学
院
生
・
学
部
生
三
〇
〇
〇
円
で
す
。

　
　【Peatix

】

　
　
　U

R
L

ま
た
はQ

R

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　U

R
L

　https://2026-spring.peatix.com

　

　
　【
郵
便
振
替
】

　
　
　
郵
便
局
備
え
付
け
の
振
替
用
紙
に
、
金
額
の
内
訳
と
参
加
日
を
明
記
し
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
　
　
振
替
番
号
・
加
入
者
名
　
　
〇
〇
一
六
〇
―
一
―
一
〇
二
八
一
三
　
　
日
本
近
世
文
学
会

◆
領
収
書
・
出
張
依
頼
状

　
・
学
会
印
の
入
っ
た
領
収
書
が
必
要
な
方
は
、
学
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。Peatix
を
ご
利
用
の
場
合
、
シ
ス
テ
ム
上
で
領
収
書
の
発
行
が
可
能
で
す
。

　
・
出
張
依
頼
状
が
必
要
な
方
は
、
氏
名
・
職
名
・
提
出
先
・
出
張
期
間
を
明
記
し
、
学
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



◆
大
会
当
日
に
つ
い
て

　
・
対
面
形
式
で
開
催
し
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
中
継
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
・
会
場
受
付
で
資
料
集
を
お
渡
し
し
ま
す
。
不
参
加
の
方
へ
の
資
料
集
の
郵
送
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

　
・
大
会
二
日
目
の
昼
食
の
用
意
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
・
大
会
三
日
目
の
文
学
実
地
踏
査
は
、
会
場
に
て
資
料
を
配
付
し
ま
す
の
で
、
各
自
・
各
グ
ル
ー
プ
で
お
回
り
く
だ
さ
い
。

◆
託
児
に
つ
い
て

　
・
会
場
受
付
で
託
児
料
金
補
助
申
請
書
を
配
付
し
ま
す
。
必
要
な
方
は
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　
・
大
会
会
場
の
近
く
に
次
の
託
児
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　
　 

子
育
て
ひ
ろ
ば
「
あ
い
・
ぽ
ー
と
」
麹
町
（
管
理
運
営
：
千
代
田
区
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
い
・
ぽ
ー
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　
　
　https://w

w
w

.ai-port.jp/kojim
achi/

　
　
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
シ
ビ
ッ
ク
（
文
京
区
、
運
営
：
ピ
ジ
ョ
ン
ハ
ー
ツ
株
式
会
社
）

　
　
　https://w

w
w

.city.bunkyo.lg.jp/b022/p001660.htm
l

　 

　
日
本
近
世
文
学
会
お
よ
び
大
会
会
場
校
が
託
児
サ
ー
ビ
ス
を
委
託
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
利
用
を
ご
希
望
の
場
合
は
各
自
で
施
設
に
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
き
、
諸
条
件
に
つ
い
て
ご
理
解
・
ご
同
意
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
日
本
近
世
文
学
会
お
よ
び
大
会
会
場
校
は
託
児
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
や
事
故
等
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
い
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

◆
日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
会
場
校
代
表 

吉
丸
雄
哉
（
二
松
学
舎
大
学
） 

k-yoshim
aru@

nishogakusha-u.ac.jp

◆
日
本
近
世
文
学
会
春
季
大
会
実
行
組
織 

稲
葉
有
祐
（
和
光
大
学
）・
小
林
ふ
み
子
（
法
政
大
学
）・
高
松
亮
太
（
東
洋
大
学
）・

 
 

 
 

 

水
谷
隆
之
（
立
教
大
学
）・
湯
浅
佳
子
（
東
京
学
芸
大
学
）

◆
日
本
近
世
文
学
会
事
務
局
代
表 

 

佐
藤
至
子
（
東
京
大
学
） 

info@
kinseibungakukai.com

 
 

 
 

 
 

 
 

〒
113
―

0033 
　
東
京
都
文
京
区
本
郷
七
―
三
―
一

 
 

 
 

 
 

 
 

 

　
東
京
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内



大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
会
場
】
二
松
学
舎
大
学
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス

【
行
事
】

　
第
一
日
　
五
月
三
十
日
（
土
）

　
委
　
　
員
　
　
会
　（
一
二
・
〇
〇
～
一
三
・
三
〇
）

　
委

員

会

会

場
　
一
号
館
六
階
　
六
〇
五
教
室

　
大

会

受

付
　（
一
三
・
二
〇
）

　
開
　
　
　
　
　
会
　（
一
三
・
五
〇
）

　
研

究

発

表

会
　（
一
四
・
〇
〇
～
一
六
・
〇
〇
）

　
研
究
発
表
会
会
場
　
一
号
館
　
中
洲
記
念
講
堂

　

１　
『
酔
興
孟
八
伝
』
の
影
響
―
万
象
亭
の
戯
作
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
―�

学
習
院
大
学
（
院
）　

吉
田
慎
一
朗

　

２　

黄
表
紙
に
お
け
る
『
平
家
物
語
』
版
本
挿
絵
利
用
―
恋
川
春
町
画
作
『
万
載
集
著
微
来
歴
』
を
中
心
に
―�

法
政
大
学　

小
林
ふ
み
子

　

３　

宝
暦
・
明
和
・
安
永
期
の
吉
原
本
の
出
版�

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
客
員
研
究
員　

佐
藤　
　

悟

　
日
本
近
世
文
学
会
賞
授
賞
式
・
総
会
（
一
六
・
一
〇
～
一
七
・
三
〇
）

　
懇
　
　
親
　
　
会
　（
一
八
・
〇
〇
～
二
〇
・
〇
〇
）

　
懇

親

会

会

場
　
一
号
館
地
下
一
階
　
学
生
食
堂



　
第
二
日
　
五
月
三
十
一
日
（
日
）

　
大

会

受

付
　（
一
〇
・
二
〇
）

　
研

究

発

表

会
　（
一
〇
・
五
〇
～
一
二
・
一
〇
）

　
研
究
発
表
会
会
場
　
一
号
館
　
中
洲
記
念
講
堂

　
４　

明
治
期
に
お
け
る
荻
生
徂
徠
「
天
狗
説
」
の
受
容
と
展
開
―
信
夫
恕
軒
、
津
田
真
道
、
大
内
青
巒
―�

早
稲
田
大
学
（
院
）　

竹
中　

創
亮

　

５　
『
好
色
一
代
女
』
に
お
け
る
語
り
手
の
「
機
構
」
―
―
正
気
を
失
う
一
代
女
の
物
語�

佛
教
大
学　

浜
田　

泰
彦

　
昼
　
　
休
　
　
み
　（
一
二
・
一
〇
～
一
三
・
四
〇
）

　
編
集
委
員
会
会
場
　
一
号
館
六
階
　
六
〇
五
教
室

　
研

究

発

表

会
　（
一
三
・
四
〇
～
一
五
・
〇
〇
）

　
研
究
発
表
会
会
場
　
一
号
館
　
中
洲
記
念
講
堂

　
６　

洒
落
本
『
列
仙
伝
』
宝
暦
俳
壇
評
の
再
検
討
―
「
ひ
と
り
武
者
」
な
ら
び
に
「
唐
土
の
孔
子
は
門
人
三
千
」
に
つ
い
て
―�

京
都
女
子
大
学　

野
澤　

真
樹

　

７　
『
海
道
狂
歌
合
』
に
お
け
る
狂
歌
と
絵
画
と
の
関
係
に
つ
い
て
―
秋
成
の
漢
文
・
狂
歌
・
俳
諧
―�

早
稲
田
大
学　

池
澤　

一
郎

　
閉
　
　
　
　
　
会
（
一
五
・
二
〇
）

　
第
三
日
　
六
月
一
日
（
月
）

　
文
学
実
地
踏
査
　
　
会
場
に
て
資
料
を
配
付
し
ま
す
。

　
図
書
展
示
　
資
料
で
辿
る
二
松
学
舎　

展

　
　
　
日
時
　
五
月
二
十
五
日
（
月
）
～
七
月
十
一
日
（
土
）　

一
〇
・
〇
〇
～
一
六
・
〇
〇

　
　
　
場
所
　
九
段
キ
ャ
ン
パ
ス
一
号
館
地
下
三
階　

二
松
学
舎
大
学
大
学
展
示
室



研
究
発
表
要
旨

『
酔
興
孟
八
伝
』
の
影
響

―
万
象
亭
の
戯
作
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
―

学
習
院
大
学
（
院
）　
吉
　
田
　
慎
一
朗

『
酔
興
孟
八
伝
』
は
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
一
点
の
み
現
存
す
る

作
者
不
明
の
写
本
で
あ
る
。
序
文
は
万
葉
仮
名
で
記
し
た
戯
文
と
な
っ
て

お
り
、「
田
分
堂
」
の
署
名
と
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
の
成
立
で
あ
る

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
文
は
巻
之
一
〜
五
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
内
容

は
、
主
人
公
で
あ
る
孫
氏
孟
八
郎
が
諸
国
遍
歴
中
に
失
敗
を
繰
り
返
す
と

い
う
笑
話
短
編
集
と
な
っ
て
い
る
。
孟
八
郎
は
、
巻
之
一
・
二
で
は
主
に

い
か
さ
ま
軍
師
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
、
巻
之
三
〜
五
で
は
歌
学
者
、
連

歌
師
、
浄
瑠
璃
作
者
、
算
術
家
、
医
者
と
い
っ
た
様
々
な
職
業
を
転
々
と

す
る
。

こ
の
『
酔
興
孟
八
伝
』
を
読
む
と
、
天
明
期
の
万
象
亭
（
森
島
中
良
）

作
の
黄
表
紙
が
、
本
作
に
着
想
を
得
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
わ
か

る
。ま

ず
『
酔
興
孟
八
伝
』
巻
之
一
・
二
で
孟
八
郎
が
披
露
す
る
軍
術
は
、

万
象
亭
作
『
さ
う
は
虎
の
巻
』（
天
明
四
年
〈
一
七
八
四
〉
頃
刊
か
）
に

見
ら
れ
る
独
特
な
滑
稽
見
立
て
の
軍
術
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

ま
た
『
酔
興
孟
八
伝
』
巻
之
三
で
孟
八
郎
が
手
掛
け
た
出
鱈
目
な
浄
瑠

璃
「
関
東
土
産
捷
径
太
平
記
」
は
、万
象
亭
の
黄
表
紙
初
作
と
さ
れ
る
『
万

象
亭
戯
作
濫
觴
』（
天
明
四
年
刊
）
作
中
の
架
空
の
浄
瑠
璃
「
源
頼
光
手

早
物
語
」
と
の
内
容
・
使
用
語
句
の
類
似
が
見
ら
れ
、
更
に
従
来
典
拠
不

明
と
さ
れ
て
き
た
山
東
京
伝
の
滑
稽
本
『
実
悪
目
利
捷
径
太
平
記
』（
文

化
元
年
〈
一
八
〇
四
〉）
と
は
ほ
と
ん
ど
同
一
の
も
の
で
あ
る
。

本
発
表
で
は
、万
象
亭
の
黄
表
紙
研
究
に
お
け
る
重
要
資
料
と
し
て『
酔

興
孟
八
伝
』
を
提
示
す
る
と
共
に
、
そ
の
発
想
が
山
東
京
伝
や
式
亭
三
馬

の
み
な
ら
ず
、明
治
の
講
談
や
文
芸
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
。

黄
表
紙
に
お
け
る
『
平
家
物
語
』
版
本
挿
絵
利
用

―
恋
川
春
町
画
作
『
万
載
集
著
微
来
歴
』
を
中
心
に
―

法
政
大
学
　
小
　
林
　
ふ
み
子

恋
川
春
町
画
作
『
万ま
ん
ざ
い
し
ゅ
う
ち
ょ
び

載
集
著
微
来ら
い
れ
き歴

』（
天
明
四
〈
一
七
八
三
〉
年
刊
）

は
、
前
年
刊
の
四
方
赤
良
編
『
万
載
狂
歌
集
』
の
大
当
た
り
と
、
作
者
自

身
の
狂
歌
界
へ
の
急
接
近
を
背
景
に
、
源
平
の
戦
い
を
狂
歌
師
ら
の
茶
番

と
し
て
描
い
た
春
町
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
。『
江
戸
の
戯
作
絵
本
』

（
一
九
八
一
年
原
刊
、
二
〇
二
四
年
筑
摩
書
房
復
刊
）
所
収
の
宇
田
敏
彦

氏
に
よ
る
校
注
に
よ
っ
て
読
み
や
す
い
か
た
ち
で
提
供
さ
れ
、
い
く
つ
か

の
論
考
も
備
わ
る
が
、
挿
絵
の
出
典
に
言
及
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

本
発
表
で
は
、
有
名
場
面
を
ち
ゃ
か
す
同
作
の
五
図
が
、
構
図
、
人
物

の
姿
勢
や
事
物
の
配
置
な
ど
か
ら
『
平
家
物
語
』
延
宝
五
（
一
六
七
七
）



永
期
に
な
る
と
蔦
屋
重
三
郎
が
吉
原
細
見
株
を
独
占
し
た
と
い
う
理
解
が

な
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
吉
原
細
見
株
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
考
察
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
吉
原
細
見
出
版
の
背
景
に
は
『
新
吉

原
規
定
集
』
に
よ
れ
ば
「
人
別
帳
」「
遊
女
屋
名
題
帳
」「
遊
女
名
前
帳
」

の
整
備
が
あ
り
、『
洞
房
古
鑑
』
に
は
「
遊
女
他
出
」
の
問
題
が
指
摘
さ

れ
る
。
ま
た
未
成
年
で
あ
っ
た
禿
に
つ
い
て
も
厳
密
に
管
理
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
吉
原
細
見
を
調
査
す
る
と
山
本
屋
板
に
つ
い
て
は

現
金
屋
八
蔵
、
鱗
形
屋
板
に
つ
い
て
は
本
屋
三
四
郎
、
小
泉
忠
五
郎
、
蔦

屋
重
三
郎
、
木
村
屋
善
八
が
細
見
改
所
と
し
て
板
行
に
あ
た
っ
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
細
見
改
所
に
つ
い
て
「
蔵
板
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
例

も
あ
り
、山
本
屋
や
鱗
形
屋
の
役
割
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

明
和
二
年
刊『
華
よ
そ
ほ
ひ
』（
伊
勢
屋
吉
十
郎
等
板
）、明
和
七
年
刊『
青

楼
美
人
合
』（
小
泉
忠
五
郎
等
板
）、安
永
五
年
刊
『
青
楼
美
人
合
姿
鏡
』（
蔦

屋
重
三
郎
等
板
）
は
吉
原
細
見
の
構
成
を
踏
ま
え
た
絵
本
で
あ
る
。
そ
の

出
版
は
細
見
改
所
が
行
な
い
、
地
本
問
屋
や
書
物
問
屋
が
流
通
に
関
わ
っ

て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
れ
も
吉
原
細
見
の
板
元
や
流
通
の
実
態

を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

年
版
の
挿
絵
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
併
せ
て
前
年
刊
行

の
春
町
画
作
『
猿さ
る

蟹か
に

遠と
お
い
む
か
し

昔
噺ば
な
し』

お
よ
び
四
方
赤
良
作
・
喜
多
川
歌
麿

画
『
源げ
ん
ぺ
い平
総そ
う
か
ん
じ
よ
う

勘
定
』、
山
東
京
伝
画
作
『
冷
ひ
や
つ
こ
い
く
み

哉
汲
立た
て

清せ
い
す
い
き

水
記
』（
寛
政
二

〈
一
七
九
〇
〉
年
刊
）
に
つ
い
て
も
同
版
を
参
照
し
た
可
能
性
を
考
え
る
。

草
双
紙
な
ど
の
挿
絵
に
お
け
る
先
行
図
様
摂
取
の
研
究
は
、
鈴
木
重
三

氏
に
よ
る
先
駆
的
な
諸
論
考
以
来
、
少
し
ず
つ
進
め
ら
れ
て
き
た
。
た
ん

な
る
図
像
の
利
用
に
と
ど
ま
ら
な
い
、
作
品
理
解
に
も
か
か
わ
る
要
素
と

し
て
、
あ
ら
た
め
て
図
像
の
出
典
考
察
の
意
義
を
た
し
か
め
た
い
。
さ
ら

に
、
本
発
表
で
は
戯
作
に
お
け
る
源
平
合
戦
の
原
拠
の
問
題
を
考
え
る
。

各
場
面
は
何
に
拠
る
の
か
。『
平
家
物
語
』
か
、
謡
曲
や
人
形
浄
瑠
璃
諸

作
か
。
扇
の
的
を
掲
げ
た
官
女
玉
虫
の
名
、
二
位
の
尼
の
辞
世
な
ど
か
ら

『
源
平
盛
衰
記
』
と
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
挿
絵
利
用
か
ら

は
『
平
家
物
語
』
絵
入
版
本
の
参
照
が
確
認
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

宝
暦
・
明
和
・
安
永
期
の
吉
原
本
の
出
版

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
客
員
研
究
員
　
佐
　
藤
　
　
　
悟

本
発
表
は
吉
原
細
見
や
絵
本
な
ど
の
吉
原
本
の
出
版
、
流
通
、
需
要
に

つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
板
元
や
地
本
問
屋
に
つ
い
て
の
新
た
な
理
解
を
求

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

吉
原
細
見
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
鶴
屋
喜
右
衛
門
、
い
が
や
、
山
本
九

左
衛
門
、
鱗
形
屋
孫
三
郎
な
ど
の
地
本
問
屋
が
出
版
を
担
当
、
や
が
て
安



第
五
十
九
・
六
十
号
、
同
十
三
年
）
は
、
津
田
説
へ
の
反
論
を
通
じ
て
、

人
知
を
超
え
た
存
在
に
対
す
る
文
明
の
態
度
を
批
判
し
、「
鬼
神
の
有
無
」

と
い
う
伝
統
的
な
議
論
を
相
対
化
す
る
点
で
際
立
っ
て
い
る
。

『
好
色
一
代
女
』
に
お
け
る
語
り
手
の
「
機
構
」

　
―
―
正
気
を
失
う
一
代
女
の
物
語佛

教
大
学
　
浜
　
田
　
泰
　
彦

西
鶴
『
好
色
一
代
女
』
は
、『
け
し
ず
み
』
等
既
存
の
懺
悔
も
の
の
「
語

る
‐
聞
く
」
と
い
う
単
純
な
構
造
を
と
ら
ず
、
好
色
庵
を
訪
れ
た
二
名
の

色
好
み
の
求
め
に
応
じ
て
一
代
女
が
過
去
の
男
性
遍
歴
を
告
白
し
た
内
容

を
語
り
聞
か
せ
、
さ
ら
に
好
色
庵
の
様
子
を
覗
き
見
る
男
が
聞
く
と
い
う

回
り
く
ど
い
語
り
手
の
「
機
構
」
を
有
す
る
作
品
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

一
代
女
の
一
人
称
に
よ
る
語
り
と
三
人
称
が
混
在
す
る
「
墨
絵
浮
気
袖
」

（
巻
四
ノ
二
）
の
よ
う
な
事
例
が
頻
発
し
、
こ
れ
を
構
造
的
破
綻
と
理
解

す
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
は
あ
る
。
一
方
で
、
中
嶋
隆
氏
（「『
好
色

一
代
女
』
の
叙
述
の
構
造
―
「
性
」
か
ら
の
照
射
―
」『
国
文
学
研
究
』

第
百
集
）
や
、
西
田
耕
三
氏
（『
主
人
公
の
誕
生
』
ぺ
り
か
ん
社
）
の
よ

う
に
肯
定
的
に
理
解
す
る
先
行
研
究
も
あ
る
。

発
表
者
も
肯
定
的
な
立
場
を
と
る
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
首
章
の
設
定

を
重
視
し
た
い
。
冒
頭
「「
美
女
は
命
を
断
つ
斧
」
と
古
人
も
い
へ
り
」

に
始
ま
る
箇
所
で
常
識
的
な
色
道
へ
の
戒
め
が
述
べ
ら
れ
る
の
に
対
し
、

明
治
期
に
お
け
る
荻
生
徂
徠
「
天
狗
説
」
の
受
容
と
展
開

―
信
夫
恕
軒
、
津
田
真
道
、
大
内
青
巒
―

早
稲
田
大
学
（
院
）　
竹
　
中
　
創
　
亮

「
天
狗
説
」
は
天
狗
に
関
す
る
考
証
を
行
う
文
章
の
総
称
で
あ
る
。
近

世
を
通
じ
て
、荻
生
徂
徠
の
「
天
狗
説
」（『
徂
徠
集
』
巻
十
六
）
が
国
学
者
、

戯
作
者
に
ま
で
広
く
読
ま
れ
た
。
徂
徠
は
「
人
神
」
を
弁
別
せ
ず
、「
神
」

と
い
う
存
在
を
「
仙
」「
仏
」「
魑
魅
罔
兩
」
と
さ
か
し
ら
に
命
名
・
分
類

す
る
人
間
の
「
知
」
を
批
判
し
た
。

幕
末
・
明
治
期
の
漢
学
者
信
夫
恕
軒
が
著
し
た
「
読
徂
徠
翁
天
狗
説
」

（『
恕
軒
文
鈔
』
初
篇
、
明
治
十
年
）
は
、
徂
徠
「
天
狗
説
」
の
読
後
評
で

あ
り
な
が
ら
、「
天
狗
」
の
語
を
「
一
伎
一
芸
を
挟
み
て
傲
然
と
し
て
人

に
誇
詡
」
す
る
者
の
謂
に
読
み
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
詩
文
書
画
を
以

て
人
を
「
魅ば
か

す
」
学
者
や
文
人
、
殊
に
蘐
園
社
の
批
判
へ
と
展
開
し
た
。

ま
た
「
与
某
書
記
官
論
天
狗
書
」（
同
・
三
篇
、
同
二
十
二
年
）
は
、
恕

軒
自
身
を
「
天
狗
」
と
難
じ
た
書
記
官
に
反
駁
し
、
徂
徠
の
「
天
狗
説
」

等
を
知
ら
ぬ
対
手
の
「
不
学
」
を
難
ず
る
も
の
で
あ
る
。

明
治
期
の
「
天
狗
説
」
は
、
明
六
社
の
津
田
真
道
の
「
天
狗
説
」（『
明

六
雑
誌
』
第
十
四
号
、同
七
年
）
や
漢
学
者
石
川
鴻
斎
の
「
天
狗
説
」（『
夜

窓
鬼
談
』、
同
二
十
二
年
）
に
み
ら
れ
る
如
く
、
文
明
化
し
た
社
会
に
お

け
る
「
天
狗
」
＝
「
神
」
へ
の
不
信
心
と
表
裏
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、

恕
軒
と
交
流
の
あ
っ
た
仏
教
学
者
大
内
青
巒
の
「
天
狗
説
」（『
共
存
雑
誌
』



ゑ
ん
（
漁
焉
）」
と
併
記
さ
れ
る
他
の
俳
諧
師
の
俳
諧
活
動
と
、「
ひ
と
り

武
者
」前
後
の
表
現
か
ら
、こ
の
宝
暦
俳
壇
評
に
お
い
て「
ぞ
ゑ
ん（
漁
焉
）」

は
「
ひ
と
り
武
者
」
で
は
な
く
「
し
れ
者
」
と
評
さ
れ
た
と
理
解
す
る
の

が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
本
文
中
に
「
点
者
」
と
あ
る
人
物
が
「
唐
土
の
孔
子
は
門
人

三
千
と
御
ざ
る
が
、
私
は
三
千
二
百
人
弟
子
が
ご
ざ
り
ま
す
」
と
述
べ
る

箇
所
で
あ
る
。
従
来
、
こ
の
記
述
は
半
時
庵
淡
々
を
諷
刺
す
る
も
の
で
あ

る
と
さ
れ
、
秋
成
の
『
胆
大
小
心
録
』
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、『
列
仙
伝
』
本
文
中
の
淡
々
に
関
す
る
記
述
と
、
淡
々
の
活
動

状
況
か
ら
、
右
の
記
述
は
秋
成
の
『
胆
大
小
心
録
』
と
は
異
な
る
立
場
に

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
点
よ
り
、
本
発
表
で
は
所
謂
「
大
阪
騒
壇
」
の
重
要
文
献
と
し

て
の
『
列
仙
伝
』
を
当
時
の
状
況
に
則
し
て
検
討
し
な
お
す
こ
と
の
必
要

性
を
提
起
す
る
。

『
海
道
狂
歌
合
』
に
お
け
る
狂
歌
と
絵
画
と
の
関
係
に
つ
い
て

―
秋
成
の
漢
文
・
狂
歌
・
俳
諧
―早

稲
田
大
学
　
池
　
澤
　
一
　
郎

上
田
秋
成
の
狂
歌
に
河
村
文
鳳
と
渡
辺
南
岳
と
の
絵
画
を
配
し
た
『
海

道
狂
歌
合
』（
美
濃
版
上
下
二
冊
）
は
、
文
化
八
年
冬
に
京
都
吉
田
屋
新

兵
衛
・
大
坂
河
内
屋
喜
兵
衛
か
ら
合
梓
さ
れ
て
、
版
を
重
ね
、
下
冊
の
絵

終
末
部
一
代
女
が
「
女を
ん
な
ご子

十
八
九
ま
で
も
竹
馬
に
乗
り
」
云
々
と
述
懐
す

る
箇
所
は
、「
誇
張
が
あ
る
」（『
新
編
全
集
』
頭
注
）
と
理
解
さ
れ
対
照

的
で
あ
る
。
首
章
か
ら
常
人
を
超
え
る
恋
愛
遍
歴
を
重
ね
て
き
た
一
代
女

の
語
り
に
は
認
知
の
歪
み
が
生
じ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
常
識
」
を
持
ち
込

む
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
好
色
庵
を
覗
き
見
る
男
の
語
り
で
あ
っ
た
。
作

品
の
進
行
と
と
も
に
男
の
語
り
手
に
よ
る
介
入
は
減
退
す
る
が
、
一
代
女

の
語
り
に
没
入
し
な
い
こ
の
語
り
手
こ
そ
が
、
一
代
女
が
正
気
を
失
っ
て

い
く
物
語
と
し
て
仕
立
て
ら
れ
た
『
好
色
一
代
女
』
に
は
必
要
不
可
欠
な

存
在
で
あ
っ
た
。

洒
落
本
『
列
仙
伝
』
宝
暦
俳
壇
評
の
再
検
討

―
「
ひ
と
り
武
者
」
な
ら
び
に
「
唐
土
の
孔
子
は
門
人
三
千
」
に
つ
い
て
―

京
都
女
子
大
学
　
野
　
澤
　
真
　
樹

宝
暦
十
三
年
（1763

）
の
洒
落
本
『
列
仙
伝
』
に
お
い
て
当
代
の
諸
道

に
関
す
る
記
述
の
大
部
分
を
占
め
る
宝
暦
俳
壇
評
は
、
上
田
秋
成
が
彼
の

俳
号
「
漁
焉
」
を
も
じ
っ
た
「
ぞ
ゑ
ん
」
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

秋
成
の
青
年
時
の
動
向
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
。
本
発

表
は
こ
の
宝
暦
俳
壇
評
が
、
秋
成
に
関
わ
る
二
つ
の
点
に
お
い
て
、
現
在

に
至
る
ま
で
「
誤
読
」
さ
れ
て
き
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
一
に
、『
列
仙
伝
』
の
記
述
を
も
と
に
青
年
時
の
秋
成
が
俳
諧
の
「
ひ

と
り
武
者
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
う
説
に
関
し
て
述
べ
る
。
本
文
中
、「
ぞ



画
だ
け
が
独
立
し
て
『
海
道
双
画
』、『
手
競
画
譜
』
と
改
題
し
て
普
及
す

る
。
本
書
改
題
本
に
つ
い
て
は
、
正
岡
子
規
が
『
病
床
六
尺
』
の
中
で
、

河
村
文
鳳
の
絵
画
に
つ
い
て
の
み
、
そ
の
趣
向
を
論
じ
た
。
戦
後
は
上
下

二
冊
本
に
つ
い
て
、
古
典
文
庫
『
秋
成
狂
歌
集
』
の
丸
山
季
夫
氏
の
解
説

（
昭
和
四
十
七
年
）、
和
泉
書
院
の
『
文
化
八
年
版
本
　
海
道
狂
歌
合
』
の

鷲
山
樹
心
氏
の
解
説
（
昭
和
五
十
六
年
）
が
あ
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
パ
ブ

リ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
所
蔵
の
巻
子
本
を
飜
字
し
、
友
山
文
庫
本
と
対
比

す
る
浅
野
三
平
氏
の
業
績
（
平
成
十
九
年
『
増
訂
秋
成
全
歌
集
と
そ
の
研

究
』）、
長
島
弘
明
氏
の
翻
字
と
書
誌
解
題
（
平
成
十
六
〜
十
八
年
科
研
基

盤
研
究
（
Ｃ
）
研
究
成
果
報
告
書
『
上
田
秋
成
の
文
業
の
書
誌
学
的
・
文

献
学
的
研
究
』）
が
あ
る
。

本
発
表
で
は
、
ま
ず
、
河
村
文
鳳
の
漢
文
序
に
よ
っ
て
、
秋
成
の
狂
歌

が
先
に
成
っ
た
こ
と
と
し
て
、
版
本
登
載
の
秋
成
の
狂
歌
二
十
九
首
（
右

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
本
で
は
三
十
首
、
異
同
あ
り
）
を
文
鳳
・
南
岳
が
秋
成
の

狂
歌
の
内
容
を
精
密
に
理
解
し
た
上
で
、
両
者
が
狂
歌
と
不
即
不
離
の
関

係
に
お
い
て
、各
々
の
絵
画
の
趣
向
構
成
を
考
案
し
た
こ
と
を
立
証
す
る
。

次
に
本
書
に
見
え
る
秋
成
の
狂
歌
に
お
け
る
俳
諧
性
を
、
秋
成
発
句
が
蕪

村
発
句
か
ら
受
け
た
影
響
を
措
定
す
る
こ
と
を
通
し
て
具
体
的
に
述
べ
、

読
本
の
作
者
と
い
う
規
定
を
越
え
る
秋
成
の
人
間
観
を
提
示
し
た
い
。
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